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市
〕
民
憲
笠
早

三
月
二
十
四
日
附
午
前
十
一
時
か
ら
、
北
茨
城
市
の
中
郷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
附

近
の
下
り
車
線
上
で
、
宮
繁
護
日
本
道
路
公
団
総
裁
、
竹
内
知
事
、
鈴
木
市
長
、
根

本
議
長
な
ど
、
関
係
者
約
七
百
人
が
参
加
し
て
、
日
立
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら

い
わ
き
中
央
イ
、
／
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
、
五
一
・
二
ｍ
の
完
成
を
祝
う
開
通
式
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
通
式
で
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
約
千
五
百
個
の

風
船
が
青
空
の
中
へ
、
勢
い
よ
く
放
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
約
五
百
台
の
車
が
参
加
し
て
、
い
わ
き
市
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
実
施
、
常

磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
祝
賀
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
常
磐
自
動
車
道
は
全
線
が
開
通
、
”
海
と
緑
を
生
か
し
た
産
業
文

化
都
市
“
の
創
造
に
む
け
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
る
高
萩
市
に
と
っ
て
も
、

観
光
や
企
業
誘
致
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
午
後
三
時
か
ら
は
、
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
は
じ
め
、
一
般
の
車
の

供
用
が
開
始
さ
れ
、
い
よ
い
よ
、
高
速
交
通
時
代
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

高
速
交
通
時
代
の
幕
あ
け

～
常
磐
自
動
車
道
全
線
開
通
～
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三
月
十
二
日
出
高
萩
都
市
計
画
道
路
三
・
三
・
十
号
高
戸
・
上
手

綱
線
の
高
戸
大
橋
開
通
式
が
、
関
係
者
約
二
百
人
の
参
加
で
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

開
通
式
は
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
割
り
が
行
わ
れ
た
後
、
参
加

者
全
員
が
高
戸
大
橋
の
渡
り
ぞ
め
を
し
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

高
戸
・
上
手
綱
線
は
、
国
道
六
号
か
ら
高
萩
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

結
ぶ
、
延
長
三
、
九
七
○
ｍ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
す
。

こ
の
日
開
通
し
た
高
戸
大
橋
は
、
国
道
六
号
と
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
を
ま
た

ぐ
延
長
三
二
四
ｍ
の
立
体
橋
で
、
幅
員
は
八
ｍ
（
車
道
六
ｍ
）
、
取
り
付

け
道
路
や
一
般
街
路
部
を
含
む
、
全
体
延
長
は
八
三
○
ｍ
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ヨへ
｝

国潰6号と高萩インターチェンジを結ぶ

高戸大橋が完成
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三
月
二
日
伽
松
岡
幼
稚
園
（
鈴
木

勝
一
園
長
、
園
児
五
十
人
）
で
、
木
造

園
舎
が
完
成
、
卒
園
を
間
近
に
控
え
た

園
児
、
関
係
者
な
ど
約
百
人
が
出
席
し

て
、
に
ぎ
や
か
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
完
成
し
た
木
造
園
舎
の
中
央
に
は
、

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
樹
齢
約
八
十
年
の
ヒ

ノ
キ
の
丸
太
（
高
さ
約
八
・
五
ｍ
、
幹

回
り
約
一
・
八
ｍ
）
が
使
わ
れ
、
園
舎

内
は
新
し
い
木
の
香
り
と
温
か
さ
に
つ

水
⑳
雷
＠
と
温
か
き
に
つ
つ
雲
和

松
岡
幼
稚
園
木
造
園
舎
が
完
成

園
舎
面
積
四
二
八
・
○
六
㎡

（
保
育
室
二
、
遊
戯
室
一
、
職
員
室
二

敷
地
面
積
四
、
二
七
二
㎡

工
事
費
八
、
六
八
○
万
円

つ
ま
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
運
動
場
に
造
ら
れ
た
〃
な

か
よ
し
〃
の
像
（
山
崎
猛
茨
城
大
学
教
授

制
作
）
の
除
幕
式
や
合
唱
な
ど
が
行
わ

れ
、
松
岡
幼
稚
園
の
完
成
を
祝
い
ま
し

た
。

零

胃

ー-

三
月
十
五
日
㈹
常
磐
自
動
車
道
の

全
線
開
通
を
前
に
、
地
域
振
興
整
備
公

団
と
地
元
市
町
村
が
協
力
し
て
、
東
京

周
辺
の
企
業
を
対
象
に
し
た
高
萩
市
、

北
茨
城
市
、
い
わ
き
市
の
工
業
団
地
現

地
視
察
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
視
察
会
に
は
、
三
十
五
社

か
ら
四
十
五
人
が
参
加
、
高
萩
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
入
口
に
あ
た
る
手
綱
工

業
団
地
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
高
萩
大
心
苑
で
、
鈴
木

市
長
か
ら
市
の
現
況
説
明
な
ど
が
行
わ

れ
、
常
磐
自
動
車
道
開
通
後
の
高
萩
市

の
立
地
条
件
の
良
さ
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し

ま
し
た
。

三
十
五
社
が
参
加
し
て

手
綱
工
業
団
地
を
視
察

I

高
戸
大
橋
周
辺
の

交
通
規
制
に
つ
い
て

常
磐
自
動
車
道
の
全
線
開
通
を
前
に
、

局
戸
大
橋
の
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

ー

ま
す
ｃ
側
道
は
、
い
ず
れ
も
一
方
通
行
で
、

中
心
部
の
地
下
道
等
は
、
小
型
特
殊
・

軽
車
両
を
除
い
て
進
入
禁
止
で
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
高
萩
警
察
署
交
通
課
へ

壷
二
四
’
○
一
一
○

す
の
で
、
右
図

の
と
お
り
お
し
ら
せ
し

十

唇



個性豊かな

地域社会づくりをめざして

<昭和63年度施政方針＞

ロ
ロ

昭
和
六
十
一
一
一
年
度
の
市
政
の
進
め
方
や
予
算
な
ど
を
決
め
る
第
一
回
市
議
会

定
例
会
が
、
三
月
八
日
㈹
か
ら
十
八
日
陶
ま
で
の
十
一
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

開
会
初
日
の
施
政
方
針
で
、
鈴
木
市
長
は
、
「
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
活
力

と
潤
い
に
満
ち
た
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
Ｌ
を
目
標
に
、
高
萩
市
新
総

合
計
画
基
本
構
想
に
も
ら
れ
た
政
策
課
題
の
実
現
に
取
り
組
む
姿
勢
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
の
施
政
方
針
と
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

口
行
政
に
対
す
る
要
請
の
多
様
化

今
、
我
が
国
の
経
済
は
、
安
定
成
長

の
定
着
、
対
外
経
済
摩
擦
の
激
化
、
人

口
の
高
齢
化
や
国
際
化
の
伸
展
、
国
民

の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
大
き
な
変

砺
政
運
営
に
フ
■
い
て

化
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
国
民
の
行
政
に
対
す
る
要
請

も
多
様
化
し
て
、
質
的
に
も
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
政
府
は
市
税
収
入

内
需
を
中
心
と
し
た
景
気
の
拡
大
を
図
新
年
度
の
財
政
状
況
は
、
歳
入
で
は

る
た
め
、
機
動
的
な
経
済
運
営
に
努
め
市
税
の
う
ち
市
民
税
の
個
人
所
得
割
が

る
と
と
も
に
、
民
間
活
力
を
充
分
活
用
、
税
制
改
正
に
よ
り
、
対
前
年
比
二
・
三

発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
行
％
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
法
人
税
割
は

お
う
と
し
て
い
ま
す
。
企
業
活
動
の
活
発
化
等
に
よ
り
三
四
・

し
か
し
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
五
％
増
と
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。

財
政
事
情
は
、
依
然
厳
し
く
、
こ
の
よ
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
も
、
評
価
替

う
な
状
況
の
下
で
多
様
化
す
る
行
政
需
え
に
よ
り
二
・
七
％
の
増
と
な
り
、
市

要
に
対
応
し
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
活
税
全
体
と
し
て
は
四
・
四
％
の
増
と
な

性
化
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
り
ま
し
た
。

は
、
極
め
て
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
収
入

個
性
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
に
努
力

ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

ま
た
、
市
民
の
侍
望
久
し
か
っ
た
常
国
の
予
算
は
七
・
五
％
増
で
す
が
、
当

磐
自
動
車
道
が
、
三
月
二
十
四
日
附
全

線
開
通
し
、
当
市
も
い
よ
い
よ
高
速
交

通
時
代
を
迎
え
、
新
た
な
対
応
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
内
外
の
状
況
を
踏
ま
え
、

市
政
運
営
に
は
高
萩
市
新
総
合
計
画
に

基
づ
き
、
そ
の
目
標
で
あ
る
「
海
と
緑

を
生
か
し
た
産
業
文
化
都
市
」
の
創
造

を
め
ざ
し
て
、
地
域
の
特
性
あ
る
施
策

を
展
開
し
、
活
力
と
潤
い
に
満
ち
た
個

性
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

矛
算
の
み
■
■

犬
調

（
》

老
人
福
祉
対
策
事
業

二
億
二
、
○
五
六
万
七
千
円

児
童
福
祉
対
策
事
業

三
億
二
、
二
五
九
万
九
千
円

身
体
障
害
者
・
精
神
薄
弱
者
等
福
祉
対

策
事
業

一
億
三
、
○
四
九
万
九
千
円

生
活
保
護
事
業
三
億
三
、
六
五
六
万
五
千
円

保
健
予
防
対
策
経
費
二
、
○
四
○
万
五
千
円

し
尿
・
じ
ん
芥
処
理
事
業
負
担
金

三
億
二
、
九
二
五
万
円

保
健
セ
ン
タ
ー
設
計
委
託
料六
一
○
万
円

松
岡
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
事
業

一
億
五
、
九
三
六
万
五
千
円

社
会
教
育
事
業

図
書
館
・
公
民
館
運
営
及
び
文
化

財
保
護
経
費
等

二
億
五
、
四
二
七
万
六
千
円

市
民
の
健
康
と

福
祉
の
増
進

教
育
の
充
実

〆 、

詮
な
事
霊

劃L
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財
源
の
確
保
に
努
力

こ
の
た
め
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
市

税
を
最
大
限
に
見
込
む
と
と
も
に
、
国
、

県
の
補
助
制
度
を
積
極
的
に
導
入
し
、

振
興
資
金
の
借
り
入
れ
、
繰
り
入
れ
金

を
見
込
む
な
ど
、
財
源
の
確
保
に
努
め

ま
し
た
。

財
源
の
効
率
的
な
配
分

ま
た
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
行
政
改

革
大
綱
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
経
費
の

節
減
、
合
理
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

事
業
効
果
の
早
期
実
現
の
た
め
継
続
事

業
を
優
先
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

的
、
か
つ
効
率
的
な
配
分
を
行
う
も
の

と
し
ま
し
た
。

予
算
総
額

一
二
五
億
二
、
○
八
四
万
二
千
円

こ
れ
に
よ
り
、
一
般
会
計
予
算
の
規

一
方
、
歳
出
で
は
、
議
員
定
数
の
削

減
や
職
員
の
不
補
充
等
に
よ
り
、
人
件

費
の
伸
び
は
一
・
六
％
と
昨
年
の
三
・

三
％
に
比
較
し
鈍
化
し
た
も
の
の
、
維

持
補
修
費
や
補
助
費
等
、
公
債
費
、
繰
り

出
し
金
の
伸
び
な
ど
か
ら
、
経
常
収
支

比
率
は
依
然
高
く
、
引
き
続
き
健
全
化

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
は
道
路
台
帳
の
見
直
し
等
の
特
殊
要

因
に
よ
り
、
四
％
減
少
す
る
た
め
一
般

財
源
の
伸
び
は
、
対
前
年
比
四
・
一
％

増
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

依
然
高
い
経
常
収
支
比
率

仁
整
備
が
進
む
県
道
高
萩
大
子
線

国
、
県
の
施
策
で
あ
る
小
山
ダ
ム
建

設
と
そ
の
周
辺
整
備
事
業
や
、
広
域
幹

線
道
路
と
し
て
の
県
道
高
萩
大
子
線
の

整
備
、
広
域
農
道
の
整
備
、
Ｃ
・
Ｃ
・
Ｚ
・
整

備
計
画
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る

高
戸
海
岸
環
境
整
備
事
業
、
有
明
・
高

浜
海
岸
の
保
全
等
の
事
業
、
花
貫
川
河

川
改
修
事
業
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
本
市

の
発
展
を
支
え
る
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

《
Ｌ
↑
９
○

模
は
七
二
億
八
、
七
○
○
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
二
・
五
％
の
伸
び
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
の
四
・
八
％
、

県
の
五
・
一
％
の
伸
び
を
下
回
る
も
の

で
す
。

国
・
県
の
施
策

ー．

高
萩
～
西
那
須
野
線
の
国
道
昇
格

ま
た
、
北
関
東
に
お
け
る
本
市
の
位

置
づ
け
を
展
望
し
た
、
高
萩
西
那
須
野

線
国
道
昇
格
に
つ
い
て
は
、
関
係
市
町

村
と
協
議
し
な
が
ら
、
国
道
昇
格
実
現

の
た
め
、
国
、
県
等
の
関
係
機
関
に
積

極
的
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

ｑ
高
戸
海
岸
の
環
境
整
備

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
事
業
の

推
進
を
働
き
か
け
、
早
期
実
現
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
及

び
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
総
額
は
、

一
二
五
億
二
、
○
八
四
万
二
千
円
と
な

り
、
八
・
二
％
の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま

」
ｑ
勿
○

本
年
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
策

定
し
た
市
政
運
営
の
基
本
と
な
る
高
萩

市
新
総
合
計
画
の
二
年
目
で
す
。

昭
和
六
十
三
年
の
施
策
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
こ
の
計
画
を
着
実
に
具
現

化
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
、

昨
年
に
引
き
続
き

○
市
民
の
健
康
と
福
祉
の
増
進

○
教
育
の
充
実

○
都
市
基
盤
の
整
備
と
生
活
環
境
施
設

の
整
備

○
産
業
の
振
興

に
意
を
用
い
、
市
民
が
望
ん
で
い
る
福

祉
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
社
会

的
な
連
帯
の
も
と
に
、
愛
情
と
誇
り
を

も
っ
て
定
住
で
き
る
豊
か
な
郷
士
づ
く

り
を
、
国
、
県
の
制
度
や
民
間
の
活
力

を
積
極
的
に
導
入
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

議
鑿

し
広
域
農
道
整
備
（
若
栗
ト
ン
ネ
ル
）

､芒癖

難
蕊

鋳

幣轆

駒
詞

零

主
な施
策

苧

悪
慰患篭;ゴ
ー:鷺?没'漆壼､蝦？

蕊
下 ･雫淳T雰宇

…

』■

懲j
轍，…認:認

…

蟻

鴬宇学…畠二土

土
地
改
良
事
業
八
、
五
○
一
万
四
千
円

農
・
林
道
整
備
事
業

一
億
三
、
二
○
六
万
四
千
円

商
工
会
運
営
費
補
助
金

一
、
二
三
八
万
六
千
円

観
光
対
策
事
業
費

一
、
六
八
二
万
円

産
業
の
振
興

都
市
計
画
街
路
整
備
事
業

三
・
四
・
六
号
東
本
町
高
萩
線

三
・
四
・
十
二
号
上
手
綱
赤
浜
線

一
億
七
、
六
三
一
万
円

河
川
改
修
事
業

谷
川
、
境
川
改
修
事
業

七
、
五
○
五
万
六
千
円

公
共
下
水
道
事
業
負
担
金

二
億
五
、
八
八
九
万
六
千
円

町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計

繰
出
金

一
億
一
、
○
○
二
万
三
千
円

道
路
及
び
橋
り
ょ
う
整
備
事
業

三
億
八
、
一
三
一
万
六
千
円

市
営
住
宅
建
設
事
業

一
棟
三
十
戸
壷
～
錨
年
度
二
ヵ
年
継
鐘

一
棟
三
十
戸
面
～
“
年
度
二
ヵ
年
継
逓

二
億
六
、
九
四
一
万
五
千
円

高
萩
十
王
斎
場
負
担
金

三
、
三
六
二
万
八
千
円

都
市
基
盤
の
整
備
と

生
活
環
境
施
設
の
整
備

巳



保
健
セ
ン
タ
ー
の

設
計
委
託
費
を
計
上

市
民
だ
れ
も
が
、
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
が
営
め
る
よ
う
な
環
境
を

つ
く
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と

で
す
。私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
市
民
が
必

要
な
と
き
に
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ

る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
を
目
標
に
、
と

く
に
、
休
日
や
夜
間
の
医
療
体
制
の
整

備
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
本
格
的
な
高
齢
化
社
会
に
向
け
、
よ

り
一
層
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

こ
の
た
め
、
保
健
婦
の
活
動
や
検
診

業
務
を
通
じ
て
、
健
康
に
対
す
る
意
識

の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
高
萩
市

の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
保
健
セ

ン
タ
ー
の
設
計
委
託
費
と
保
健
婦
活
動

の
機
動
力
強
化
の
た
め
の
予
算
を
計
上

1
繭
厨
⑳
臘
賎
琶
樹
砥
⑳
噛
鱈

Ｉ１

１

》

保
健
セ
ン
タ
ー
の
調
整
チ
ー
ム
を
組
織

設
計
委
託
費
を
計
上
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
や
す
ら
ぎ
の

市
民
だ
れ
も
が
、
健
康
で
生
き
が
い
あ
る
生
活
が
で
き
る
よ
う
保
健
、
福
祉
、

の
あ
る
生
活
が
営
め
る
よ
う
な
環
境
を
医
療
等
に
係
る
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
総

つ
く
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
合
的
に
調
整
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
高

で
す
。
齢
者
サ
ー
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
」
を
医
師

私
は
、
市
長
就
任
以
来
、
市
民
が
必
等
医
療
関
係
者
や
保
健
所
、
市
の
保
健

妄
な
と
き
に
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
婦
、
福
祉
施
設
の
職
員
、
そ
の
他
を
も

！
／

I

松
岡
小
学
校
校
舎
の

大
規
模
改
造
事
業

学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
多

様
化
す
る
社
会
環
境
に
適
応
し
、
調
和

の
と
れ
た
心
豊
か
な
人
間
性
と
想
像
力

を
持
っ
た
二
十
一
世
紀
を
担
う
児
童
、

生
徒
を
育
て
る
た
め
、
教
育
内
容
の
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
年
次
計
画
に

／

１
１

I

’翰育
⑳
爺
霊

｛
、
）

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
っ
て
組
織
し
、
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ノ

I

1
〈

、
／

／

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
家
庭
に
、

簡
易
火
災
報
知
機
（
ミ
ニ
・
ア
ラ
ー
ム
）

を
設
置
し
、
安
心
し
て
就
寝
等
が
で
き

る
よ
う
に
配
慮
す
る
な
ど
、
心
の
通
っ

た
き
め
細
か
な
施
策
を
引
き
続
き
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
が
生
き
が
い
を
持

ち
、
こ
れ
ま
で
の
豊
か
な
経
験
を
生
か

し
て
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、
ミ
ニ
・

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
心
身
に
障
害
を
持
つ
人
々
が

地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
自
立
し
た

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
身

体
障
害
者
福
祉
作
業
所
へ
の
援
助
や
家

庭
奉
仕
員
の
派
遣
、
団
体
へ
の
指
導
、

援
助
な
ど
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま

￥
ｑ
／
○

ミ
ニ
・
ア
ラ
ー
ム
の
設
置

沿
っ
て
、
松
岡
小
学
校
校
舎
の
大
規
模

改
造
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
、
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

本
年
度
も
、
引
き
続
き
義
務
教
育
に

つ
い
て
の
父
兄
負
担
を
逐
次
軽
減
す
る

た
め
に
、
小
・
中
学
校
の
需
用
費
に
、

と
く
に
、
厚
み
を
加
え
る
な
ど
の
配
盧

を
し
ま
し
た
。
《

P

会計別の予算額

構成比

（％）

伸び率

（％）
呑 舘算 坪、』

△壬
云 計 別アド弦

Lノ－十

般 会 72億8,700万円 2.5皇 L

同I 58．2

16億1,050万円国民健康保険事業 10.012.9

特

16億7,030万円老人保健事業 13．3 11．9

別
町西側土地区画

整理事業

高萩霊園事業

3億290万円 2．4 △7．7

《
云

－ 皆減(廃止）

計

35ig8,370万円計計 28．6 9.0

15億2,130万6千円業
業事

事
道
水
計

道
用業

水
工

企
業
会
計

水道事業

I業用水道事
業

二L

同I

12．2 44.0

］億2,883万6=F円○
地
方
交
付
税
と

ま
測
鎌

市
町
村
の
財
政

力
仁
応
じ
３
国
を

“
霞
じ
簿
龍
に
配
分

さ
癒
る
お
金

、
“
小
貼

一
＄
貼
器
貼

出串

○
感
庫
支
出
金
と

は
胸
特
定
の
事
業

な
ど
に
肉
々
ぃ
国
か
ら

支
出
ざ
れ
る
お
金

、
Ｆ
、
韻
、
叩
、
鱗
や
誤
段
段
、
、

ふ
識
犠
没
ぼ

蚤

一
》
ず
貼
詫
串
貼
司
貼
に
串

貼

ｎ
℃
繭
迩
借
入
金
ゞ

Ｏ
県
支
出
金
と
は

持
定
の
事
業
を

ど
に
、
県
か
ら
支

一
弘
室
恥
お
お
金

叩

岬

2.9

16億5,014万2千円 39．6

125億2,084万2千円
』△
口

三上

同’ 8．2100.0

巳



し
松
岡
小
学
校
の
校
舎

〆
ま
た
、
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
と
心

の
ふ
れ
あ
う
地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
社
会
教
育
に
お
い
て
引
き
続

き
、
中
央
公
民
館
を
中
心
と
し
て
生
涯

教
育
の
振
興
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

社
会
体
育
活
動
に
お
い
て
は
、
市
内

小
・
中
学
校
に
プ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
た

の
を
機
会
に
、
少
年
水
泳
大
会
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
を
図
る
た
め
、
ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
輪
投

げ
や
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
等
の
競
技

を
内
容
と
し
た
、
高
齢
者
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
開
催
な
ど
、
体
育
活
動
の
機
会

を
充
実
し
、
あ
わ
せ
て
老
朽
施
設
の
補

修
に
努
め
ま
す
。

「
高
萩
の
動
物
」
発
刊
の
調
査

ま
た
、
常
磐
自
動
車
道
、
県
北
広
域 蕪蕊蕊鍵蕊蕊識舞鶏ゞ

社
会
資
本
の
充
実
に
努
力

五
万
都
市
を
め
ざ
す
当
市
に
と
っ
て

都
市
基
盤
の
整
備
は
そ
の
根
幹
を
な
す

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
都
市
発
展
の

基
礎
と
な
る
公
共
下
水
道
事
業
を
引
き

続
き
促
進
す
る
と
と
も
に
、
町
西
側
土

地
区
画
整
理
事
業
や
街
路
事
業
、
水
道

農
道
、
小
山
ダ
ム
建
設
等
、
地
域
開
発

の
進
展
に
伴
い
、
自
然
に
生
息
す
る
動

物
の
生
態
に
も
、
少
な
か
ら
ず
変
化
が

生
じ
つ
つ
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
早
急
に
当
地
域
に
生

息
す
る
動
物
の
生
態
を
記
録
、
保
存
す

師
耐
蕊
盤
⑳
盈
圃
邑
生
溺
園
瞳
施
設
②
霊
圃

し
関
口
に
建
設
中
の
浄
水
場
完
成
予
想
図 I

／
I

ー.

蕊
ノ

〈
雇
用
促
進
住
宅
の
建
設

ま
た
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た
生
活

道
路
の
改
修
や
舗
装
事
業
を
継
続
し
て

進
め
る
と
と
も
に
、
河
川
の
整
備
、
側

溝
の
改
修
を
行
い
、
引
き
続
き
公
営
住

宅
や
雇
用
促
進
住
宅
等
の
建
設
に
意
を

用
い
る
な
ど
、
生
活
環
境
の
整
備
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

高
戸
地
区
に
集
会
所

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
、
ふ
さ
わ
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
を
逐
次
図

る
た
め
、
本
年
度
は
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｚ
。
整
備

計
画
事
業
を
進
め
る
高
戸
地
区
に
集
会

所
を
建
設
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
宅
地
開
発
等
住
民
の
定

住
化
に
伴
い
、
墓
地
の
需
要
が
多
い
の

で
、
高
萩
第
二
霊
園
に
墓
地
四
十
六
区

画
の
増
設
を
し
、
市
民
の
要
望
に
応
え

て
い
き
ま
す
。

第
一
次
拡
張
事
業
等
を
進
め
、
社
会
資

本
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

る
こ
と
は
、
現
代
を
生
き
る
私
ど
も
が

後
世
に
残
す
べ
き
大
切
な
義
務
で
あ
る

と
信
じ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
仮
称
「
高
萩
の
動
物
」

を
発
刊
す
る
こ
と
と
し
、
本
年
度
か
ら

そ
の
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

I

／

総務費12．1％(8.4）

8億7,994万9千円

教育費13.8％(△1 .5）

10億437万3千円
民生費16．8％(1 .8）

12億2,190万円

土木費20.5％(2.6）

14億9,145万円
｜
般
会
計

歳
出
総
額

ー

鞘
0

72億8,700万円0

100％

（2.5）

内前年比伸び率｜
市民一人あたり 25,200円

一世帯あたり 83,400円

円
円
０
０
０
０
８
２

８
５
２
９

りた
り
あ
た
人
あ
一
昔
市

民
世
市
一

市民一人あたり 35,000円

一世帯あたり 115,900円

市民一人あたり 42,700円

一世帯あたり 141 ,400円

その他9.9％(△5.6）

7億2,324万2千円

、

衛生費7.4％(5.8）

5億4,268万1千円

〆
Ｉ

|農疏繍撫 |公寵‘淵鞘
u

uu

へ

認
算出には

昭和63年3月1日

現在

畷 I
34,918人

世帯数

10,546世帯

の数字を使いました。

消防費，議会費

商工費，労働責

災害復旧費，予備費

」
０

く
▽

円
円
０
０
０
０
７
６

０
８
２
６

りた
り
あ
た
人
あ
一
壱
市

民
世
市
一

市民一人あたり 15,600円

一世帯あたり 51,500円

市民一人あたり 16,000円

一世帯あたり 53, 100円

市民一人あたり

－世帯あたり
、

24,700円

81,900円

フ



地
域
の
産
業
を
振
興
さ
せ
る
こ
と
は
、

豊
か
な
市
民
生
活
を
支
え
る
地
域
社
会

に
活
力
を
与
え
る
う
え
で
、
極
め
て
重

要
な
こ
と
で
す
。

う
し
ろ
や

後
谷
下
地
区
の
ほ
場
整
備
に
着
手

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
生
産
基

盤
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
、
花
貫
川

流
域
の
県
営
ほ
場
整
備
を
継
続
し
て
推

進
す
る
ほ
か
、
新
た
に
後
谷
下
地
区
の

ほ
場
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

ま
た
、
松
岡
地
区
農
免
道
路
整
備
事

業
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
鉄
道
と
交
差
す

る
た
め
、
事
業
費
が
大
幅
に
増
額
と
な

り
ま
し
た
が
、
事
業
の
早
期
完
成
に
配 1

／
I

産
霊
⑳
煽
興

〈▲花貢川流域県営ほ場整備事業

林
道
大
能
・
米
平
線
の
整
備

林
業
に
つ
い
て
は
、
山
村
林
業
振
興

事
業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
林
業
経
営
の
安
定
と
生
産
基
盤

を
確
保
す
る
た
め
、
国
庫
補
助
事
業
と

し
て
林
道
大
能
・
米
平
線
の
整
備
に
着

手
し
ま
す
。

有
明
海
岸
に
海
水
浴
場
を
開
設

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
常
磐
自
動
車

道
の
北
伸
や
広
域
化
に
伴
い
、
優
良
企

業
誘
致
に
努
め
る
と
と
も
に
、
商
工
会

等
へ
の
助
成
を
通
じ
て
時
代
の
変
化
に

対
応
し
た
適
切
な
指
導
に
努
め
て
い
き

ま
す
。ま
た
、
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

振
興
に
つ
い
て
は
、
交
通
条
件
の
改
善
、

国
民
の
価
値
観
の
変
化
、
余
暇
時
間
の

増
大
等
を
背
景
と
し
て
、
新
た
な
展
開

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
海
と
山

や
温
泉
等
の
自
然
資
源
の
保
全
と
活
用

を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
観
光
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
年
度
は
士
岳
登
山
道

や
万
葉
の
道
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
有
明
海
岸
に
海
水
浴
場
を
開
設
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
き

盧
し
、
極
力
予
算
措
置
に
努
め
ま
し
た
。

’
I

一
望
｝

ノ
ま
す
ｃま
た
、
Ｃ
Ｃ
Ｚ
関
連
の
事
業
に
つ
い

て
も
、
民
間
の
動
き
に
対
応
す
る
た
め
、

市
が
施
行
す
る
事
業
の
調
査
費
を
計
上

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
の
高
萩
市
の
将

来
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
を
考
え
る

と
き
、
慎
重
、
か
つ
、
積
極
的
に
計
画
の

実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
に
活
用

以
上
、
市
政
の
基
本
的
な
方
向
と
、

私
の
施
策
に
対
す
る
所
信
の
一
端
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
地
方
自
治
体
を
取

り
巻
く
財
政
環
境
は
依
然
厳
し
い
も
の

が
あ
る
一
方
、
住
民
の
行
政
に
対
す
る

要
請
は
多
様
化
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

要
請
に
対
応
し
、
安
定
的
に
施
策
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
長
期
的
な
展
望
に

立
脚
し
た
財
政
運
営
が
急
務
で
す
。

こ
の
た
め
、
優
良
企
業
の
誘
致
促
進

や
民
間
活
力
の
誘
導
に
よ
り
、
地
域
の

活
性
化
を
図
り
自
主
財
源
の
確
保
に
努

め
る
と
と
も
に
、
国
、
県
の
施
策
を
有

効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
内
部
経
費
に
つ
い
て
も
、
節

減
合
理
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
行

政
改
革
を
推
進
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効

率
的
に
活
用
し
、
大
切
な
時
期
を
迎
え

て
い
る
高
萩
市
政
の
運
営
と
、
輝
や
か

し
い
未
来
へ
の
前
進
を
図
る
た
め
、
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
市

政
方
針
と
し
ま
す
。

市民一人あたりの市税負担額は 95,200円

一世帯あたりの市税負担額は 315,400円

篠

、

鋪

．

ｆ

卜

母

も

叩

Ⅲ

Ｌ

詞

感1

島

然型

33億2,566万'千円100%(4.4)

（ ）内前年比伸び率％市税の構成比
へ
）

市民税

14ig4,879万7千円

43.6％(5.9）

固定資産税

12億3,472万1千円
37.1%(2.8)

○市 民 税市民一人あたり

一世帯あたり

○固定資産税市民一人あたり

一世帯あたり

○電 気 税市民一人あたり

一世帯あたり

○都市計画税市民一人あたり

一世帯あたり

○たばこ消費税市民一人あたり

一世帯あたり

○軽自動車税市民一人あたり

一世帯あたり

○そ の 他市民一人あたり

一世帯あたり

4万'千5百円

13万7千4百円

3万5千4百円

11万7千1百円

6千2百円

2万7百円

5千8百円

1万9千3百円

4千7百円

1万5千6百円

6百円

1千9百円

1千円

3千4百円

電気税

2億1,840万円

6．6%(.0.7)

都市計画税

2億352万9千円

6．1％(7.2）

,Q1

(~）

〈
たばこ消費税

1億6,404万3千円
4．9％(7.3）

軽自動車税

2,005万6千円
0.6％(41.8）市民一人あたりの経費は

－世帯あたりの経費は

208,700円

691 ,000円
その他

3,611万5千円1.1%(4.7)

巳



1

蕊 鐘而
蕊

蝿

第
一
回
高
萩
市
議
会
定
例
会

昭
和
六
十
三
年
第
一
回
高
萩
市
議
会

定
例
会
は
、
三
月
八
日
㈹
に
開
会
し
十

一
日
間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、
三

月
十
八
日
⑥
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例
に

関
す
る
も
の
八
件
、
予
算
に
関
す
る
も

の
十
一
件
、
そ
の
他
二
件
で
そ
れ
ぞ
れ

原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

、
王
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

〈
条
例
〉

○
高
萩
市
高
萩
霊
園
事
業
特
別
会
計
条

例
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
霊
園
事
業
特

別
会
計
を
一
般
会
計
に
統
合
し
行
政
運

営
の
簡
素
化
、
効
率
化
を
図
る
た
め
条

例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

○
高
萩
市
職
員
共
済
会
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
務
員
法

第
四
十
二
条
で
規
定
す
る
職
員
の
厚
生
、

福
利
に
関
し
、
一
層
の
充
実
を
図
る
た

め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

○
高
萩
市
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
労
働

基
準
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
勤
務
時

間
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
条

間
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
胴

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。 ､ｰ，

○
高
萩
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
高
萩

市
職
員
安
全
衛
生
管
理
規
則
が
制
定
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
産
業
医
を
選
任
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
条
例
の
一
部
改

正
で
す
。

○
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
地
方
自

治
法
並
び
に
地
方
自
治
法
施
行
令
及
び

地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

○
高
萩
市
予
防
接
種
対
策
協
議
会
設
置

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
予
防

接
種
対
策
協
議
会
委
員
に
所
管
部
長
を

加
え
る
た
め
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

○
高
萩
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
け
る
助
産

費
の
給
付
改
善
に
伴
う
補
助
基
準
額
の

改
正
に
伴
い
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

○
高
萩
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
は
、
松
岡
幼
稚
園
の
移
転

改
築
工
事
の
完
成
に
伴
い
条
例
の
一
部

改
正
で
す
。

～S月～

〈
予
算
〉

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
六
号
）

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

ロ
言
）
○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
高
萩
都
市

計
画
事
業
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

○
昭
和
六
十
二
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

○
昭
和
六
十
三
年
度
高
萩
市
一
般
会
計

予
算
○
昭
和
六
十
三
年
度
高
萩
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

○
昭
和
六
十
三
年
度
高
萩
市
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
予
算

○
昭
和
六
十
三
年
度
高
萩
市
高
萩
都
市

計
画
事
業
町
西
側
土
地
区
画
整
理
事
業

特
別
会
計
予
算

○
昭
和
六
十
三
年
度
高
萩
市
水
道
事
業

会
計
予
算

○
昭
和
六
十
三
年
度
高
萩
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
予
算

〈
そ
の
他
〉

○
高
萩
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
高
萩
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

以
上
二
件
は
、
常
磐
自
動
車
道
関
連

道
路
等
の
整
備
に
伴
い
、
市
道
路
線
の

一
部
を
廃
止
及
び
県
道
の
移
管
等
に
よ

り
市
道
と
し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
。

ー

〈
一
般
質
問
〉

○
海
岸
開
発
に
伴
う
東
地
区
商
業
の
今

後
に
つ
い
て

○
行
政
改
革
の
成
果
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て

○
広
域
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

○
天
然
記
念
物
（
安
良
川
八
幡
神
社
爺

杉
）
に
つ
い
て

○
二
十
一
世
紀
を
担
う
青
少
年
に
対
し

て
の
平
和
教
育
に
つ
い
て

●
平
和
教
育
に
つ
い
て

●
修
学
旅
行
の
あ
り
方
に
つ
い
て

○
二
十
一
世
紀
の
平
和
展
望
に
つ
い
て

●
平
和
都
市
宣
言
に
つ
い
て

○
中
高
層
住
宅
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

○
転
作
（
減
反
）
と
農
用
地
に
つ
い
て

〈
請
願
・
陳
情
書
審
査
結
果
〉

※
採
択
さ
れ
た
も
の

○
信
号
機
設
置
に
関
す
る
陳
情
耆

○
「
青
色
申
告
宣
言
都
市
」
及
び
「
納

期
内
納
税
完
納
の
推
進
都
市
」
宣
言
施

行
に
関
す
る
請
願

※
継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

○
国
保
の
改
善
に
関
す
る
陳
情
書

〈
決
議
㈲
の
提
出
〉

○
「
青
色
申
告
宣
言
都
市
」
及
び
「
納

期
内
納
税
完
納
の
推
進
都
市
」
宣
言
施

行
に
関
す
る
決
議
関
に
つ
い
て
は
、
議

員
よ
り
提
出
さ
れ
原
案
ど
お
り
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

潅
嘘
鱸
竪
蝕
津

云
を
傍
聴
し
ま

の
定
例
会
は
一

議
会
事
務
局
曰



…一

§

；
＃
蕊

ボ
ガ
繁

； 暑
衝
錨
興

し肝心のひろばの
野
藻
の
販
売
差
通
し
て
交
疏

な
つ
ば

〃
フ
レ
ッ
シ
ュ
蒙
雲
の
簾
い
〃

三
月
二
日
伽
小
島
団
地
の
集
会
所
で
、
野

菜
の
販
売
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る

同
団
地
の
主
婦
と
、
台
高
萩
、
下
・
上
手
綱
地

区
の
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の
主
婦
約
五
十
人
が

参
加
し
て
、
〃
フ
レ
ッ
シ
ュ
菜
葉
の
集
い
“
が

集
い
〃
が

塗
k

趨鐸

蕊
慨

琴
郷
。
些
摩

弱

■
睡
倉
許

４
４
課
敷

一
騨
一
、 垂一

一鵯
琴

コも

全

鐙

灘
殉

黙割
蕊

鰯顯

'息騨黙農蕊灌謝謝
ましたら係までお寄せください。

☆あて先……市民活動課広報広聴係

IK （壷23－2111 ， 内線262）

を＝ 患遥

開
か
れ
ま
し
た
。
↑
■
韓
正
ゞ
屋
一
睡
羅
建
一
一
》
醗
酵
畷
醗
醗

こ
れ
は
、
昨
年
の
〃
土
な
べ
の
集
い
〃
に
続

い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
農
家
の
主
婦
の
み
な

さ
ん
が
持
参
し
た
赤
飯
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
お
煮

い
な
か

し
め
、
漬
物
な
ど
十
品
以
上
の
田
舎
料
理
を
持

ち
寄
っ
て
、
食
べ
た
り
、
話
し
た
り
の
楽
し
い

集
い
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
員
の

池
田
静
枝
さ
ん
の
「
消
費
者
と
生
産
者
の
交
流

に
つ
い
て
」
の
講
話
を
聞
い
た
り
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
り
、
終
始
な
ご
や
か
な

‐
）
人
ぼ
く

雰
囲
気
の
な
か
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

つくし義ども会連合笥禽会

鹸ど畑表彰

（
）

三
月
八
日
㈹
高
萩
ビ
ー
チ
ガ
ー
デ
ン
で
、

昨
年
四
月
に
開
校
し
た
北
茨
城
養
護
学
校
の
中

学
部
の
生
徒
と
、
福
祉
農
園
「
萩
の
里
」
や
身

体
障
害
者
福
祉
作
業
所
で
働
く
先
輩
た
ち
と
の

〃
交
流
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
〃
が
約
五
十
人
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
は
は

じ
め
て
で
、
ピ
ン
が
倒
れ
る
た
び
に
歓
声
を
あ

げ
、
体
中
で
喜
び
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
一
緒
に
昼
食
を
取
り
な
が
ら
福
祉

農
園
、
福
祉
作
業
所
の
話
や
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

の
感
想
発
表
な
ど
を
行
い
、
交
流
を
図
っ
て
い

ま
し
た
。

爺
Ｉ
リ
ン
グ
大
会
で

交
臓
巷
園
る

2月28日（日） 水戸の県民文化センタ

ーで，茨城県優良子ども会等の表彰式

が行われ，高萩市からはそれぞれの実

績が認められて，次のかたがたが表彰

されました。 （敬称略）

・優良子ども会育成会

つくし子ども会連合育成会

・優良子ども会指導者

塩 満（東本町）

・優良子ども会育成者

沼野辰三（安良川）

コプ
一0

プロア料理のアイ

§
〈材料＞ 4人分

●豚肉（うす切りロース) 4009

●卵 4個

●りんご 1個

●キャベツ 2枚

●サラダ油 大さじ2

1:域Ⅷ蔑※

食生活改善推進員
あやこ

平岡絢子さん(高浜町）

「下の子が，卵をきらいなので

何とかして食べさせようとして思

いついたのがこの料理， 肉だけを

焼いたのとはひと味ちがって卵の

まるやかさが肉全体をふんわりと

包んで， しつこくなく焼きあがり

ます。大好きな肉といっしょなの

で喜んで食べてくれるようになり

ました。 ちょっと工夫した卵料理

が，我が家では好評です凶

<作り方＞ ③フライパンにサラダ油をひいて， 肉を中火

で両面焼く。

④キャベツはせん切り， りんごはうさぎの形

に切って肉といっしょに盛る。

①卵をよくときほく､し，調味料（しょう油，

みりん，酒） を合わせた中に混ぜる。

“の中へ肉を入れ, 30分以上浸す。
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q
し
よ
う
ら
い
そ
う
い
す

松
義
荘
に
車
椅
子
を
寄
贈

地
餓
竃
煽
隻
化
は

▼

み
ん
な
の
手
で

社
会
の
一
員
と
し
て
自
覚
を
も
ち
地

域
の
環
境
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
三

月
十
一
日
㈱
、
高
萩
中
学
校
で
全
校
生

徒
に
よ
る
奉
仕
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
て
広
範
囲

に
わ
た
り
空
き
缶
や
ご
み
な
ど
を
拾
い

集
め
、
住
み
よ
い
き
れ
い
な
環
境
を
み

ん
な
の
手
で
つ
く
ろ
う
と
一
生
懸
命
汗

を
流
し
ま
し
た
。

高
萩
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

二
月
二
十
七
日
出
高
萩
ラ
イ
オ
ン

ス
ク
ラ
ブ
（
会
長
村
田
保
）
の
み
な
さ

高
萩
中
学
校

ん
が
、
社
会
福

祉
法
人
愛
正
会

（
理
事
長
金
川

一
郎
）
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー

ム
松
籟
荘
を
訪

れ
、
〃
み
な
さ

ん
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
“
と

同
荘
に
、
車
椅

子
五
台
を
寄
贈

し
ま
し
た
（

し五
十
二
輯
、
一
二
九
人
が
参
加

三
月
六
日
⑪
市
民
体
育
館
周
辺
の

約
二
ｍ
の
コ
ー
ス
で
、
市
民
ウ
ォ
ー
ク

市
民
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

ラ
リ
ー
大
会
が
、
五
十
二
組
、
二
一
九

人
（
一
般
の
部
六
十
八
人
、
家
族
の
部

四
十
五
人
、
小
学
生
の
部
一
○
六
人
）

の
参
加
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
は
、
主
催
者

の
示
し
た
コ
マ
図
に
沿
っ
て
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
、
七
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
で
問
題
を
解
き
、
約
五
十
分
～
七
十

分
の
規
定
時
間
の
間
に
ゴ
ー
ル
す
る
と

い
う
、
だ
れ
に
で
も
簡
単
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

当
日
の
参
加
者
も
、
和
気
あ
い
あ
い

の
雰
囲
気
で
と
て
も
楽
し
そ
う
。
各
部

の
上
位
三
位
ま
で
に
メ
ダ
ル
が
、
ま
た

参
加
者
に
は
完
歩
証
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。高萩地区交通安霊協妾へ

交通指導車を寄贈
▼’

三
月
十
一
日
㈲
高
萩
警
察
署
で
、

鮒
住
友
海
上
福
祉
財
団
か
ら
高
萩
地
区

交
通
安
全
協
会
へ
、
交
通
指
導
車
（
マ

ツ
ダ
フ
ァ
ミ
リ
ア
ー
、
三
○
○
笠
一
台

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
展
示
や
獲
擬
店

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
ま
つ
り

三
月
二
十
七
日
⑤
勤
労
青
少
年
ホ
ー

第
十
五
回

高
萩
市
社
会
福
祉
大
会

三
月
二
十
三
日
伽
文
化
会
館

で
、
第
十
五
回
高
萩
市
社
会
福
祉

大
会
が
、
関
係
者
約
六
百
人
の
参

加
で
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
民
生
委
員
制
度
創
設

七
十
周
年
・
児
童
福
祉
法
制
定
四

十
周
年
・
共
同
募
金
運
動
創
設
四

十
周
年
記
念
の
年
に
あ
た
り
、
席

上
、
社
会
福
祉
に
功
續
の
あ
っ
た

二
十
九
人
と
十
六
団
体
が
顕
彰
さ

れ
ま
し
た
。

二
十
九
人
と

十
六
団
体
が
顕
彰

葦

ム

で

、

各

講

座

の

受

講

生

が

日

ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
、
ホ
ー
ム
ま
つ
り
が
開
か
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が

会
場
を
訪
れ
、
作
品
展
示
や
お

茶
、
模
擬
店
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

§卿 篭診

驚

騨
沁
鐸

鰯#溌懸#識 得撫辮銘……
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三
月
十
六
日
附
市
民
憲
章
推
進
協

議
会
で
は
、
自
然
を
た
い
せ
つ
に
し
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

第
一
幼
稚
園
と
松
岡
幼
稚
園
に
卒
園
記

念
に
と
、
エ
ド
ヒ
ガ
、
／
ザ
ク
ラ
の
苗
木

な
ど
、
約
四
十
本
を
贈
り
ま
し
た
。

園
児
や
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
さ
っ
そ

く
、
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
桜
の
記
念
植

樹
、
三
年
半
の
こ
の
苗
木
は
、
五
～
六

年
す
る
と
花
を
つ
け
る
そ
う
で
、
園
児

：
〃
大
き
く
育
っ
て
〃

卒
園
を
記
念
し
て
桜
の
植
樹

鳴
脅
驚
龍

…
…
；
…

た
ち
も
〃
大
き
く
育
っ
て
“
と
の
願
い

を
込
め
て
、
苗
木
に
土
を
か
け
て
い
ま

し
た
。 三

月
六
日
⑧
上
手
綱
の
杉
内
、
川

側
地
区
の
土
地
改
良
事
業
竣
工
記
念

碑
の
除
幕
式
が
、
関
係
者
約
七
十
人

と
し
あ
き

の
出
席
で
行
わ
れ
、
下
山
田
寿
明
く
ん
、

と
も
え

下
山
田
智
恵
ち
ゃ
ん
の
二
人
の
手
に

よ
っ
て
、
除
幕
の
ロ
ー
プ
が
引
か
れ
ま

し
た
。こ
の
事
業
は
、
昭
和
五
十
六
年
九
月

に
推
進
委
員
会
を
設
立
し
て
、
ほ
場
整

備
事
業
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
こ
の
ほ

ど
完
成
を
記
念
し
て
碑
を
建
立
し
た
も

の
で
す
。

区
画
整
理
事
業
一
七
・
三
畑

総
工
事
費
一
億
七
、
五
五
三
万
八
千
円

杉
内
、
川
側
地
区
土
地
改
良
事
業

竣
工
記
念
碑
の
除
幕
式

ヒ
ノ
キ
材
の
↓
す

机
と
椅
子
を
寄
贈

東
小
学
校
に
四
十
組

三
月
十
九
日
出
東
小
学
校
に
、
茨

城
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
（
佐
川
清

一
会
長
）
か
ら
、
児
童
用
の
ヒ
ノ
キ
材

い
す

で
作
っ
た
四
十
組
の
机
と
椅
子
及
び
教

卓
一
基
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
連
合
会
が
昨
年
か
ら
県

の
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
「
ス
チ
ー
ル
の
机
に
比
べ
て
、

や
わ
ら
か
く
て
、
温
か
み
の
あ
る
木
の

机
や
椅
子
は
、
た
い
へ
ん
好
評
で
す
。

高
萩
は
木
材
の
生
産
地
で
も
あ
り
、
良

い
教
育
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
、
心
を
込

め
て
作
り
ま
し
た
四
と
佐
川
会
長
は
贈

呈
式
で
、
こ
う
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

体
育
館
で
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に
は
、

五
、
六
年
生
、
約
二
八
○
人
が
出
席
し
↑

盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

一
一

鱗
L

三
月
二
日
伽
中
央
公
民
館
で
、
約

一
六
○
人
が
参
加
し
て
、
第
十
三
回
高

齢
者
大
学
卒
業
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
、
高
齢
者
大
学
を
卒
業
し
た
の

は
四
十
二
人
、
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
教
育

長
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
て
い
ま
し
た

こ
の
あ
と
、
元
水
戸
教
育
事
務
所
長

の
黒
沢
俊
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
「
日

々
の
生
活
に
生
き
が
い
と
幸
せ
を
」
と

い
う
演
題
で
の
講
演
会
が
開
か
れ
、
み

な
さ
ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。 第

十
三
回
高
齢
者
大
学
卒
業
式

四
十
二
人
が
卒
業

（
）

三
月
二
十
三
日
附
市
内
の
各
小
学

校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
今
年
は
五
三

六
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
横
川
小
学
校
（
小
室
昭

校
長
）
で
は
、
松
本
江
美
さ
ん
が
一
人

だ
け
の
卒
業
式
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

卒
業
式
に
は
、
六
人
の
在
校
生
や
父

兄
が
参
加
、
真
新
し
い
中
学
校
の
制
服

に
身
を
つ
つ
ん
だ
江
美
さ
ん
は
、
後
輩

の
み
な
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
、
感
謝

の
う
ち
に
バ
ト
ン
を
渡
し
ま
す
四
と
感

激
の
な
か
に
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
口

調
で
、
こ
う
結
び
ま
し
た
。

○
市
内
の
小
学
校
別
卒
業
者
数

（
五
三
六
人
）

高
萩
小
学
校
一
五
四
人

秋
山
小
学
校
一
五
七
人

松
岡
小
学
校
八
○
人

東
小
学
校
一
四
二
人

君
田
小
学
校
二
人

横
川
小
学
校
一
人

一
人
だ
け
の
卒
業
式

横
川
小
学
校
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全
図
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
改
正
日
本
輿
地
路
程
全
図
」
は
、
経

緯
度
線
を
使
っ
て
害
い
た
、
は
じ
め
て
の
日
本

地
図
で
、
そ
の
後
の
日
本
地
図
の
す
べ
て
が
、

こ
の
地
図
を
原
図
に
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
も

の
で
す
。

き
一
言
７

ま
た
、
こ
の
碑
の
題
字
の
揮
毫
は
、
梶
山
自

治
大
臣
に
よ
る
も
の
で
、
裏
面
に
は
誕
生
地
の

由
来
や
赤
水
の
業
續
、
遺
訓
な
ど
も
刻
ま
れ
て

い
、
ま
す
も

三
月
十
三
日
⑧

エ
皿
赤
浜
出
身
の
江
戸

瀧
邦
蔀
哺
識
皿
幟
識

碑
水
（
一
七
一
七
～

み
念
一
八
○
一
年
）
の

Ｉ
記
誕
生
地
に
記
念
碑

争
芙
こ
（
昨
年
、
生
誕
後

を
剛
二
七
○
年
）
が
建

Ｊ
堆
立
さ
れ
、
関
係
者

悩
誕
な
ど
約
五
十
人
が

羽
瞬
仙
罐
榊
札
疵
辨
醇
鐘

ち
地
嚇
テ
記
念
“
峨
證

ょ
椣
久
ゴ
ー
五
○
ｍ
、
厚

Ｈ
長
さ
三
○
ｍ
の
白
ミ

帝
に
カ
ゲ
石
で
、
そ
の

Ｉ改
表
面
に
は
長
久
保

ｒ

赤
水
の
作
っ
た
「
改

正
日
本
輿
地
路
程

鈴
木
博
ざ
ん

こ
ん
じ
ゆ
ほ
う
し
ょ
う

紺
綬
褒
章
を
受
章

三
月
十
四
日
㈲
日
本
赤
十
字
社
に
、

多
額
の
浄
財
を
寄
附
さ
れ
た
鈴
木
博
さ

ん
（
本
町
）
が
、
市
長
室
を
訪
れ
鈴
木

市
長
に
、
国
か
ら
贈
ら
れ
た
紺
綬
褒
賞

の
報
告
を
し
ま
し
た
。

こ
の
紺
綬
褒
賞
は
、
こ
の
日
県
知
事

室
に
お
い
て
、
県
知
事
（
代
理
副
知
事
）

か
ら
伝
達
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
」
が

新
入
学
一
年
生
に

今
年
新
し
く
小
学
校
に
入
学
す
る
一

年
生
に
三
月
五
日
印
、
安
田
火
災
海
上

保
険
㈱
か
ら
「
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
」
四

百
八
十
個
が
教
育
長
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
」
を
着
用
し
て

交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
さ
っ
そ
く
市
内
の
各
小
学
校
に
配

ら
れ
ま
し
た
。

虹､ 幸 、、
蕊葦 吟誹

溌;; *：
撚雛

稗；

鱗， #雑

、
1 ℃ ？
"t j

霧
韓鴬

ー-

‐ ;零忽
蕊

し
教
育
長
に
「
黄
色
い
ワ
ッ
ペ
ン
」
を
寄
贈

司
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

か
つ
た
。
そ
こ
で
人
に
た
ず
ね
る
で
も
法
華
経
書
写
の
手
助
け
の
心
を
も
一

と
と
、
「
そ
の
山
の
け
約
し
い
所
や
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
不
思
議
な
こ
と
を

話一
一
一

話
説
野
原
の
中
を
十
四
五
歳
ば
ど
の
成
し
た
の
に
、
ま
し
て
ゃ
人
と
し
て
仏

一
俗
諄
一

婚
ｊ

昔
５
少
年
が
、
白
栗
毛
の
馬
に
乗
っ
て
法
に
縁
を
結
ぶ
こ
と
は
当
然
で
あ
る
．

｜

神
１

⑳
山
ｉ
田
行
っ
た
」
と
答
え
た
の
で
、
そ
の
こ
の
馬
を
法
華
経
書
写
の
た
め
に
差
上
一

一

民
と
お
り
に
追
い
か
け
蕗
驚
い
た
げ
ま
し
よ
う
四
と
言
っ
て
帰
っ
て
い
つ
一

萩
輪

士
心

一
三
こ
と
に
は
、
馬
主
が
来
な
い
う
ち
た
。
｜

高
一
に
こ
の
猿
は
上
人
の
も
と
に
き
て
一
一

そ
の
う
え
に
鎌
を
腰
に
差
馬
を
つ
な
ぎ
、
な
に
を
言
う

至
申物

一
し
、
霧
な
ど
を
か
ぶ
っ
て
い
か
上
人
に
向
か
っ
て
、
く
Ⅲ
応
蕊
憩
翻
霊
纈
瀞
糘
…
暇
，
雌
上
＃
”
の
一

一
い
た
。
猿
は
盗
ん
だ
馬
に
乗
ど
く
ど
と
言
い
つ
づ
け
た
。
伽
ゞ
人
と
て
．
雄
う
そ
を
事
竃
し
て
Ⅶ
雲
十
き
げ
る
と
き
．
・
璃
娼
む
か
ひ
く
、
｜
油
人
な
り
せ
喝
、
猿
一

の

一

っ
て
、
上
人
の
も
と
へ
急
い
そ
こ
に
馬
主
が
追
っ
て
き
た
こ
齢
膨
の
犬
縣
向
吹
悲
と
値
し
て
賞
し
新
制
の
詞
ち
ぉ
し
と
罐
呼
ば
ぬ
か
」
と
い
ひ
考
け
国

一
だ
。
睡
笠
も
あ
と
を
追
い
か
の
で
、
上
人
は
こ
と
の
次
第
蝿
凧
卿
準
一
塀
な
畦
”
津
麓
い
雑
誰
詐
窪
津
詫
礒
雅
鮮
い
陸
一

常

一
け
た
。
猿
は
あ
ら
か
じ
め
そ
を
あ
り
の
ま
ま
に
始
め
か
ら
”
侭
へ
伽
一
・
け
り
批
人
の
Ｉ
腱
、
匪
蝿
毛
灌
る
馬
を
誠
た
る
賜
厘
燕
北
り
て
、
‐
推
理
鰹
る
一》

｜
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
を
知
語
り
、
猿
を
見
せ
た
。
馬
、
王
津
凱
笠
澤
扉
溌
姉
謝
ん
鮮
率
鑪
窪
既
昧
一
癖
謹
澤
窪
鐸

一
っ
て
お
り
、
人
里
は
な
れ
た
は
「
こ
の
よ
う
な
不
思
議
な
↓
』
〃
↑
り
戯
か
歴
で
輻
心
を
受
入
唯
な
れ
の
山
雄
・
野
中
な
ど
を
き
け
れ
ば
．
脇
ぬ
し
も

一
山
の
け
わ
し
い
所
や
野
原
の
で
き
ご
と
な
ら
ば
、
ど
う
し
灘
逐
澱
垂
劉
潅
龍
蓮
羅
鯛
域
悪
曄

一
中
を
と
お
っ
た
の
で
、
馬
主
て
こ
の
馬
を
返
し
て
も
ら
う
の
．
》
ぎ
り
↑
る
さ
さ
罐
、
此
敷
ひ
じ
り
の
も
と
娼
心
て
ゞ
賜
っ
た
ぎ
て
、
な
に
と
か
い
ふ
ら
ん
、
盈

一
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
畜
生

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｒ
へ
淋
隆
購
刀
賦
加
陸
屍
踊
托
暹
吸
功
の
伽

．
ｑ
，

ｂ

９
？

．
‐

ロ

喝

八

一

日

・
刈
丘
慌
沌
劇
仁
か
乃
罰
一
』
、
一
人
の
上
人
あ
り
オ
リ
大
な
る
骸
を
側
玲
り
件
上
人
如
橡
症

ご
毎

室

生

力
１
人
と
垣
、
伽
・
う
そ
を
》
一
主
し
て
刺
誕
十
き
け

る
と
き
、
』
易
独
』
』
む
か
ひ
て
、
｜
汝
人
な
り
せ
ぽ

一
ｔ
｝

こ
れ
牌
⑪
犬
蜘
｝
』
助
吹

芯
と
値
し
て
富
し
薪
§
の
身
く
ち
お
し
と
鐘
呼
ば
ぬ
か
」
と
い
ひ
た
り
け

一
Ａ
一
興

ｍ
瘤
、
耐
う
ち
き
ふ
て
、
な
に
と
か
い
ふ
ら
ん
、
ロ
を
唯
た
ら
か
せ
ど
も
、
と
Ｌ
し
る
人
な
し
垣
か

弓
○
二
一
・
肉

／
み
、
Ｘ
伐
睡
う
せ
一
』
け
り
棚
牢
』
Ｌ
と
む
れ
と
も
、
十
ぺ
て
ゆ
き
か
た
を
Ｌ
ら
ず
瞳
や
く
此
致
他

ｊ

▽

Ｌ
・
◇
Ａ
卸
ｆ
ｆ
４

ｎ
師
へ
伽
一
・
け
り
遡
人
の
も
と
腱
、
白
興
毛
稚
る
馬
を
脚
た
る
厩
匪
に
い
た
り
て
、
件
鳳
を
瞳

二
匹

・
参
Ｔ
》

て
十
り
い
つ
く
蚤
ゞ
か
と
り
主
り
汁
ん
、
下
甑
の
き
る
手
な
し
と
い
ふ
布
珊
杓
き
て
、
垂
こ
し
》
』

ｌ

や

【
寺
誤
ｂ
』

さ
し
て
、
あ
入
ジ
を
唯
人
き
起
り
け
る
典
陛
』
う
ち
乗
て
涙
の
も
と
へ
行
け
る
之
、
既
ぬ
し
追
い

弓
向
一
娃
記
』

て
Ｆ
↑
り
．
凪
か
姪
て
其
心
を
え
て
、
人
に
な
れ
の
山
の
岨
・
野
中
な
ど
を
き
け
れ
ば
、
皿
ぬ
し
も

Ｌ
二

見
上
・
琴
』
．
人
”
｝
Ⅲ
坐
！
‐
△

ふ《、

其
山
の
言
崖
、
共
肝
の
中
を
｝
二
』
。
十
ｍ
五
畷
か
り
な
る
Ⅲ
は
、
そ

０
９
１
。
Ｔ
虹
・
ロ

』

二
Ｆ

、
正
飾
山
忌
巣
三
行
つ
れ
一
Ｌ
」
こ
た
へ
分
れ
瞳
、
其
山
二
か
と
り
て
迎
て
ゆ
く
に
、
窪
や
く
既
ｍ
Ｌ

の
．
》
さ
り
す
る
さ
き
廷
、
此
吸
ひ
じ
り
の
も
と
に
ｂ
て
、
脇
つ
な
ぎ
て
、
な
に
と
か
い
ふ
ら
ん
、
壷

灘 鰻
密
彰
』
轤
雫
毎
榔f霞 蕊f‘ ；;黙‘
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諺謎

昭
和
五
十
七
年
に
五
十
数
年
ぶ
り
に

復
活
さ
れ
た
下
手
綱
の
丹
生
神
社
に
伝

わ
る
〃
棒
さ
さ
ら
“
が
、
今
年
も
地
元

の
保
存
会
の
か
た
が
た
に
よ
っ
て
演
じ

ら
れ
ま
す
。

ご
家
族
連
れ
で
、
郷
土
の
民
俗
芸
能

を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
四
月
十
七
日
㈲

午
前
十
時
か
ら
午
後
一
時

と
こ
ろ
下
手
綱
「
丹
生
神
社
」
境
内

ご
家
族
で
、
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
ノ
．

丹
生
神
社
の
棒
さ
さ
ら

＝

蕊
1B



目
…
…
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
、

肝
臓
病
な
ど
、
全
身
病
や
脳
の
病
気
は

そ
の
症
状
が
目
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
、
脳
の
窓
と
か
健
康
の
窓
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

甲
状
軟
骨
…
・
・
・
ア
ダ
ム
（
神
様
が
最
初

に
作
っ
た
人
間
と
い
わ
れ
る
。
）
が
、
悪

魔
の
誘
惑
に
負
け
て
、
イ
ブ
の
勧
め
る

禁
断
の
リ
ン
ゴ
を
食
べ
た
た
め
に
、
そ

れ
が
の
ど
に
つ
か
え
て
で
き
た
と
い
う

伝
説
か
ら
、
ア
ダ
ム
の
リ
ン
ゴ
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

／一、

春
で
す
。
ご
家
族
で
頭
の
軽
い
体
操

坐
を
／
、

…
か
ら
だ
の
名
称
、
き
て

ま
た
の
名
を
何
と
い
う
？

頭
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
ま
し
ょ
う

□

八
お
元
気
で
す
か
保
健
婦
で
す
Ｖ

□

感情の共鳴箱

第2の心臓

第2の脳

脳の窓

アダムのリンコ

沈黙の臓器

検
診
車
（
集
団
）
の

婦
人
が
ん
検
診

肝
臓
・
・
・
…
肝
臓
は
、
各
種
栄
養
素
の
代

謝
や
解
毒
作
用
、
血
液
を
蓄
え
る
な
ど
、

重
要
な
働
き
を
黙
々
と
こ
な
し
、
肝
炎

な
ど
の
病
気
を
起
こ
し
て
も
症
状
が
あ

ら
わ
れ
に
く
い
こ
と
か
ら
、
沈
黙
の
臓

器
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

胃
…
・
・
・
喜
び
や
不
満
、
怒
り
な
ど
、
デ

リ
ケ
ー
ト
な
感
情
は
胃
に
影
響
す
る
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
胃
は
感
情
の
共

鳴
箱
と
か
心
を
映
す
鏡
な
ど
と
い
わ
れ

ま
す
。

手
…
…
指
先
に
は
、
た
く
さ
ん
の
神
経

が
集
ま
り
、
こ
れ
を
使
う
と
脳
の
働
き

が
活
発
に
な
り
、
老
化
の
予
防
に
も
役

立
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
第
二
の
脳
と
い
わ

れ
ま
す
。

足
・
…
・
・
血
液
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
か
ら
だ

を
循
環
す
る
に
は
、
心
臓
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
手
足
を
は
じ
め
と
し
た
全
身

の
活
発
な
運
動
が
必
要
で
す
。
足
は
、

そ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
第
二
の
心
臓

と
い
わ
れ
ま
す
。

答えが
ん
は
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど

て
い
ま
す
が
、
子
宮
が
ん
は
、
検
診

ー

対
象
者
三
十
歳
以
上
の
婦
人
で
、
市

内
居
住
の
か
た

料
金
四
○
○
円

申
し
込
み
方
法
電
話
、
ま
た
は
、
直

接
衛
生
課
へ

申
し
込
み
期
間
四
月
二
十
五
日
㈲
か

ら
三
十
日
出
ま
で
（
祝
日
は

除
き
ま
す
。
）

時
間
は
、
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
土
曜

日
は
正
午
ま
で
。

程
■

庫

一 表 の
普
及
で
早
期
発
見
さ
れ
や
す
く
、
そ

ち
ゆ

の
多
く
は
治
癒
し
て
い
ま
す
。

三
十
歳
以
上
の
婦
人
の
か
た
は
、
ぜ

ひ
検
診
を
受
け
て
安
心
を
得
ま
し
ょ
う
。

昭
和
六
十
三
年
度
の
検
診
車
に
よ
る

婦
人
（
子
宮
）
が
ん
検
診
の
日
程
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

期

5月31日tﾉ()31日(火） 館

場

会化

会

姉
一
口
向 高萩市文化会館

日 当日受付時間

1日(水）

2日(木)， 3日(金）2日(木)， 3日(金) ｜中央公

6月
22日(水)，

27日(月)，

29日(加，

22日(水)，

27日(月)，

29日(加，

1日(金）

23日（木）

28日（火） 高萩市文化会館

30日(木）

23日（木）

28日（火）

30日(木）

7月

よ
い
食
生
活
を
す
す
め
る

た
め
の
料
理
講
習
会

山
手
公
民
館

三
月
四
日
鰯
山
手
公
民
館
で
「
よ

新
し
く
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
夫
婦
三

十
一
人
が
参
加
し
て
三
月
四
日
㈱
、
文

化
会
館
で
「
新
前
パ
パ
・
マ
マ
の
育
児

教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

親
と
し
て
の
あ
り
方
、
赤
ち
ゃ
ん
へ

の
接
し
方
を
考
え
よ
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
、
出
産
か
ら
育
児
ま
で
の
映
画
、

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
か
た
や
だ

っ
こ
の
し
か
た
を
は
じ
め
、
お
む
つ
や

ミ
ル
ク
の
や
り
か
た
な
ど
の
実
技
も
行

わ
れ
、
新
前
パ
パ
も
慣
れ
な
い
手
つ
き

で
大
奮
闘
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
を
前
に
真

剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

新
前
パ
パ
・
マ
マ
の

育
児
教
室

※
当
日
は
、

て
く
だ
さ
い

念
二
三
Ｉ

詞彦

ス
カ
ー
ト
を
着
用
し
て
蛍

）
詳
し
く
は
、
衛
生
課
へ

二
一
一
内
線
三
六
三

’

。

県
民
交
通
災
害
共
済
に

家
族
そ
ろ
っ
て

加
入
し
ま
し
ょ
う

※
昭
和
六
十
三
年
度
加
入
受
付
中

会
費
一
年
間
大
人
九
○
○
円

中
学
生
以
下
五
○
○
円

共
済
期
間
毎
年
四
月
一
日
～
翌
年
三
月
三
十
一
日

万
一
の
時
、
お
支
払
い
見
舞
金
は

死
亡
百
万
円

最
高
傷
害
三
十
万
円

身
障
見
舞
金
五
十
万
円
￥
》

い
食
生
活
を
す
す
め
る
た
め
の
料
理
講

習
会
」
が
開
か
れ
、
食
生
活
改
善
推
進

員
を
中
心
に
、
地
区
の
人
た
ち
三
十
人

が
な
ご
や
か
に
手
づ
く
り
料
理
を
楽
し

み
ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
つ
く
っ
た
料
理
を
試
食

し
た
あ
と
、
高
萩
保
健
所
長
を
講
師
に

迎
え
「
乳
が
ん
予
防
」
に
つ
い
て
自
己

検
診
の
た
い
せ
つ
さ
な
ど
の
講
演
や
血

圧
測
定
も
行
わ
れ
、
料
理
を
通
じ
て
の

地
域
交
流
と
健
康
へ
の
関
心
が
深
ま
り

ま
し
た
。

ｌ
１
１
１
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｊ－

14

目

甲状

軟骨

1f臓

四
月

手

足

工

オ

力

ア

ウ

イ



第9回

市民ゴルフ大会

参加者募集

と
き
五
月
十
五
日
側

と
こ
ろ
高
萩
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

対
象
者
一
般
（
市
内
に
居
住
、
ま
た

は
在
勤
者
に
限
り
ま
す
。
）

参
加
料
三
、
○
○
○
円

募
集
人
員
二
○
○
人

申
し
込
み
期
間
四
月
十
九
日
㈹
か
ら

四
月
二
十
八
日
附
ま
で

申
し
込
み
場
所
参
加
料
を
添
え
て
、

市
民
体
育
館
へ

ａ
二
三
’
二
五
五
二

市内小・中学校，県立高校の

体育施設を開放します

市民の身近な体力づくりの場として，下記

により小・中学校，県立高校の体育施設（運

動場・体育館） を開放します。利用希望団体

は，下記事項確認のうえ，市民体育館へ申し

込みください。

開放校

市内各小・中学校，県立高萩工業高校

対象団体

市内に在住， 在勤，在学する人で， その団

体に管理者として成人が含まれる10名以上の

スポーツ団体

開放時間

月～金曜日…午後6時～午後9時

土曜日………午後1時～午後9時

日曜日………午前9時～午後9時

開放期間

昭和63年4月1日～昭和64年3月31日

申請校（範囲）

原則として， 利用申請は学区ごととしま

す。 （県立高萩工業高校はこの限りでない｡）

申 請

所定用紙（市民体育館にあります｡)により，

市民体育館へ提出してください。

※詳しくは，市民体育館へお問い合わせくだ

さい｡a23 2552

常
陸
太
田
市
、
十
王
町
、
東
海
村
の
六

市
町
村
が
、
行
政
圏
を
超
え
た
広
域
的

な
情
報
を
相
互
に
提
供
す
る
た
め
に
、

今
年
の
四
月
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
北
茨
城
市
と
日
立
市
か
ら

の
お
し
ら
せ
で
す
。
な
お
、
高
萩
市
で

は
、
七
月
の
高
萩
ま
つ
り
や
十
一
月
の

産
業
祭
な
ど
を
他
市
町
村
に
も
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

花
園
神
社
例
大
祭

八
さ
さ
ら
舞
い
Ｖ

こ
の
一
と

な
り
の
ま

ち
か
ら
」

の
欄
は
、

高
萩
市
、

北
茨
城
市
、

日
立
市
、

ー

と
き
四
月
一
日
㈲
～
十
七
日
⑧

○
日
立
風
流
物

（
国
指
定
重
要
民
俗
文
化
財
）

と
き
四
月
十
六
日
出
、
十
七
日
⑧

と
こ
ろ
平
和
通
り
会
場

※
詳
し
く
は
、
日
立
市
商
業
観
光
課
へ

壷
○
二
九
四
’
二
二
’
三
二
一

と
き
五
月
五
日
（
子
ど
も
の
日
）

午
前
九
時
～
午
後
二
時

と
こ
ろ
北
茨
城
市
華
川
町
花
園
神
社

※
詳
し
く
は
、
北
茨
城
市
商
工
観
光
課

へ
念
四
三
’
一
一
二

日
立
さ
く
ら
ま
つ
り

北
茨
城
市
無
形
文
化
財

｢経営セミナー｣参加者募集

～高萩青年会議所～
〈4月1日付市役所の人事異動〉

〔課 長〕
▼農業委員会次長＝小野操（多賀地方農業共済事務組合・副参事）
〔課長補佐〕

▼多賀地方農業共済事務組合・課長補佐＝鈴木俊光（建設課長補佐兼管理
係長）▼高萩市・十王町事務組合北部衛生センター。課長補佐＝三浦正雄
(財政課管財係長）▼教育委員会学校給食センター所長補佐＝豊田雅光(商
工課観光係長）▼農林課長補佐兼地籍調査係長＝沼田浩（教育委員会庶
務課長補佐兼施設係長）▼都市計画課技佐兼施設係長＝星幸一（建設課
技佐）▼建設課長補佐＝藤田泰治(保険年金課長補佐兼医療福祉係長)▼税
務課長補佐兼管理徴収係長＝松島巧一（税務課長補佐兼市民税係長）▼商
工課長補佐兼商工係長＝前田忠雄（商工課商工係長）

〔係 長〕
▼多賀地方農業共済事務組合・係長＝中村貴昭（税務課国民健康保険税係
長）▼建設課管理係長一神代紀雄（教育委員会学校給食センター・係長）
▼教育委員会中央公民館・係長＝黒沢行雄（福祉事務所援護係長）▼教育
委員会庶務課施設係長＝熊谷哲之（農林課地籍調査係長）▼保険年金課国
民健康保険係長一野中嘉明（教育委員会中央公民館・係長）▼財政課管財
係長＝棚谷敬夫（建設課建築係長）▼税務課市民税係長＝下山田保雄（財
政課財政係長）▼税務課国民健康保険税係長＝鈴木一司（税務課管理徴収
係長）▼保険年金課医療福祉係長＝神永安和（保険年金課国民健康保険係
長）▼建設課建築係長＝高久和行（都市計画課施設係長）▼商工課観光係
長＝田口滋美（福祉事務所・主任）▼福祉事務所援護係長＝遠藤宏（福
祉事務所・主任）▼財政課財政係長＝平田晴一（財政課・主任）
63．3．31退職者

○渡辺守衛（多賀地方農業共済事務組合事務局長） ○吉家哲（秋山保育
所・用務手） ○菅野トシ （学校給食センター調理手） ○越智恵子（松岡幼
稚園教諭旧姓田島）

＝

と き 第1回 4月13B(水)PM8:00～9:40

「勝残る経営」

講師八起会会長野口誠一

第2回 5月18日(水) (予定）

PM8:00～10:40

第3回 6月15日(水) (予定）

PM8:00～10:00

第4回 7月27日(水） （予定）

PM8:00～10:00

第5回 8月24日(水） （予定）

PM8:00～10:00

ところ高萩市商工会館

参加方法当日ご自由にご参加ください。

参加費用無料

対象者高萩市・十王町に居住， または，

勤務されている人

※詳しくは，助友法雄（念23-7691）へお問

い合わ~せください。

1S



〆

蕊蕊蕊蕊蕊蕊溌
⑦日曜当番医弓

認

5月1日 高萩協同病院

内田病院
5月8日

安良川 23 1122

大和町 22－2137

卜王医院 十王町 32-3266

日
日
５
２
１
２
月
月

５
５

高萩協同病院 安良川 23 1122

樋渡医院

石病院

樋渡医院|大和田］
石病院|東本町

大和町 22-2202

5月29日 23-1711

時間は，いずれも午前9時から午後4時までです。

善
意
仇
毒

善
意
あ
り
が
と
う

○
石
中
心
男
さ
ん
高
戸

二
十
万
円
香
典
返
し
の
一
部

○
有
明
連
合
子
ど
も
会

三
万
八
千
四
百
九
十
七
円社
会
福
祉
へ

○
島
名
む
つ
み
子
ど
も
会

九
千
百
六
円
社
会
福
祉
へ

子

剛八洲

膨瓦え 《
一､

高 ﾉｰf 浜
浜風は少し冷たいが，磯には海草取りをしている人， その沖

合いでは大きな工事船が動いていた。
ほう J告,いかん

昔はあの先端に蓬莱館が建ち，横山大観などがよく泊まり，
か

絵を画いていた……と古老はなつかしむ。この高戸浜が新しく

“海辺のふれあいゾーン”へと大きく変わろうとしている。
てつ

高萩美術協会員下村 哲

（
）

一

一

｜
心
穂
積
家
屋
敷
絵
図
宮
三
’
七
一
三
九

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

－■■■■■■■ ■■■■■■■－Ⅱ■■■■■■－－

圏
寄
贈
・
図
書
館
へ

新
本
寄
贈

○
㈱
常
陽
銀
行
高
萩
支
店

古
書
寄
贈

○
上
遠
野
長
政
さ
ん
高
萩

だ
だ
し

○
高
橋
童
さ
ん
島
名

〃
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
″
の
販
売

〃
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
“
は
、
市
内

に
残
る
昔
話
や
世
間
話
、
伝
説
な
ど
、

約
四
○
○
話
を
収
集
し
て
、
昭
和
五
十

五
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
萩
の
民
俗
を
知
る
う
え
で
も
、
大

変
貴
重
な
も
の
で
す
。
教
育
委
員
会
で
、

一
＃
蕊

一
冊
三
、
○
○
○
円
に
て
お
わ
け
し
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
講
読
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
へ

念
二
三
’
二
三
一

高
萩
山
野
草
展

出
展
品
募
集

ま
ち

自
然
に
親
し
み
、
愛
し
、
護
る
意
識

と
栽
培
技
術
の
向
上
に
つ
と
め
、
山
野

草
の
世
界
を
通
じ
て
広
く
市
民
の
交
流

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｊ

市
の
有
形
文
化
財

（
絵
画
）
に
指
定
一

穂
積
家
屋
敷
絵
図

穂
積
家
屋
敷
絵
図
が
、
市
の
有
形
文
一

化
財
（
絵
画
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
｜

こ
の
絵
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
制
作
一

さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
の
穂
積
家
住
宅
一

の
様
子
を
克
明
に
描
い
て
お
り
、
当
時
一

の
風
俗
や
社
会
経
済
の
状
況
を
知
る
う
一

え
で
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
次
の
と
一

お
り
展
示
公
開
し
ま
す
。

○
四
月
十
二
日
㈹
～
五
月
十
五
日
⑧
’

○
午
前
九
時
～
午
後
五
時
五
十
分

○
無
料

※
詳
し
く
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
へ

へ
》

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
る
、
高
萩

山
野
草
展
の
出
展
品
を
募
集
し
ま
す
。

第
一
回
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
高
萩
山
野
草
展

と
き
五
月
十
三
日
㈱
～
十
五
日
⑧

と
こ
ろ
高
萩
市
文
化
会
館
展
示
室
及

び
ホ
ワ
イ
エ

主
催
高
萩
山
野
草
展
実
行
委
員
会

高
萩
市
文
化
会
館

出
展
品
目
鉢
作
込
品
…
三
百
点

写
真
…
百
点

絵
…
五
十
点

押
花
…
五
十
点

募
集
期
間
四
月
十
五
日
㈹
～
五
月
六

日
③
（
※
定
数
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。
）

出
展
数
各
部
門
と
も
一
人
三
点
以
内

※
詳
し
く
は
、
文
化
会
館
へ

念
二
三
’
七
四
二

識鍵§灘鍵 鍵鱗鱗繍 癖
人
……
世帯～

前月比

918(＋19）

1
194(+11)

724(＋8）

546(土0）

' 1日現在）

鐸
と
４
７

4月の納税一 ～人口と世帯～

前月比

人口 34,918(＋19）

男 17,194(＋11）

女 17,724(＋8）

世帯10,546(±O)

(昭和63年3月1日現在）

灘織灘識蕊蕊辮#織繍灘癖蕊灘繊識：

議
議
蕊
蕊
蕊
蕊
蕊
議
蕊
議
譲
蕊
蕊
溌
霧
鑑
識
蕊
識
蕊
蕊
蕊

国民年金（4月分）

納期限4月30日

懲謬驚蕊灘溌裁蕊驚蕊蕊驚泌灘蕊鴬熱糠蕊

テレフオンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－ 1S


